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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 ヒラタフィールドエンジニアリング株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

世界の 「持続可能な労働」 に貢献する企業を目指します。
Hirata の経験と実績を活かした安全で使いやすい製品とサービスを提供する事で、 世界経済成長を促し、 全てのお
客様 ・労働者のベストパートナーとなり、 持続可能な社会の実現に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場
合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

Hirataの経験と実績を活かした製品とサービスで、先行き不透明な時代を乗り越えるためのベストパートナーとなり、
当社に関わるすべての人を幸福にし、持続可能な社会の構築に貢献することを目指しています。

環境

業務の効率化によるペーパーレス化および残業時間の短縮

・コピー枚数
2023年度　138,667枚
⇒2026年度（15％ ⤵）　117,867枚
・残業時間
2023年度　11,760時間
⇒2026年度（15％ ⤵）　9,996時間

社会

経済

CO2削減の為、AR-W等オーバーホール対応を強化
・オーバーホール対応件数
2023年度１２２台
⇒2026年度190台（再チャレンジ）

社会

経済

環境
地域の雇用促進に向けた県内高校からの新卒採用の積極
化

・採用の人数
2023年度　0名
⇒2026年度　3名

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境 ・業務の効率化によるペーパーレス化および残業
時間の短縮
DX化推進により、帳票の大幅な削減につながっ
たことと、効率を阻害していた多重作業が排除で
き、業務フローの改善により、書類と併せ、残業
時間の削減となり、目標は達成できた。

・コピー機の使用枚数
２０２０年→２０２３年３０％削減

・残業時間
２０２３年１５％削減

・コピー機の使用枚数（達
成）
２０２３年度１３８，６６７枚（２
０２０年度比32％削減）

・残業時間（達成）
２０２３年度　１１，７６０時間
（２０２０年度比28％削減）

社会

経済

環境 ・CO2削減の為、ロボットのオーバーホール件数
を増加させる
オーバーホールのニーズはあったものの、直接的
な受注に結び付かなかったことから未達となっ
た。

・オーバーホール対応件数
2020年146台→２０２３年１９
０台（３０％増）

・オーバーホール対応件数
（未達成）
２０２３年　１２２台

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してく
ださい。

環境 ・地域の雇用促進
コロナ禍の中での職場体験活動が中止し、体験
にあたっての安全対策面での整備、機材準備等
についても難しかったことから、近隣校の職場体
験等の受け入れはできず、目標は未達だった。

・近隣校の職場体験等の受け入
れ
２０２０年未実施→２０２３年実施

・職場体験、インターンシップ
受入数（未達成）
2023年度　0名社会

経済


